
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南砺市 南砺で暮らしません課 
 

平成２８年度 

南砺市協働まちづくり 

モデル事業（市民団体枠） 

募集要項 

 

 

 

 



 

協働のまちづくりモデル事業（市民団体） 説明資料 

 

 

１．事業採択申請書の提出について 

   提出期日：平成 28年 5月 30日（月） 

   募集：市民団体 3カ年枠（5枠）、市民団体単年度枠（2枠） 

 

２．プレゼンテーションおよび審査について 

日程： ６月中旬（改めて案内） 

   プレゼン方法： パワーポイントによる説明（１団体１０分程度） 

審査方法： 事業採択申請書の事前審査およびプレゼンによる審査 

結果発表： 当日結果発表 

 

３．事務説明会について 

   採択された団体を対象とし実施します。 

   日程：６月下旬（改めて案内します） 

   内容：補助金交付申請書および実績報告書の説明 

 

４．補助金交付申請書の提出 

   提出期日：７月中旬（改めて案内します） 

 

５．補助金交付決定、補助金の交付について 

   交付決定日：７月中旬を予定 

   補助金交付日：７月下旬頃、100％概算払い 

 

６．事業採択申請書の書き方について 

   補助対象外のもの：飲食費（ただし、会議時のお茶や菓子代は、年間 5,000円まで補助対象） 

            食材費（ただし、料理教室の材料代は補助対象） 

            団体構成員の人件費や講師謝礼 

   ※備品について、備品ばかりは不可。ただし、３ヵ年計画を実行するのに１年目に備品が大量に必 

要など特殊な場合は補助対象とします。 

 

７．応募資格について 

◆対象団体等 

市内に事務所及び活動場所を有するＮＰＯ、ボランティアグループなどの、市民団体を対

象。 ただし、次の３つの要件を満たしていなければなりません。 

①５人以上の会員で組織していること 

②組織の運営に関する規則があること 

  ③予算及び決算を適正に行っていること 

 

 

 



◆事業の内容 

  特定の地域や会員に限らず、広く市民を対象として、新たな公共の分野で展開する地域

づくり活動の実践に、最長で３ヶ年、各年 80％補助で上限 30万円を助成します。 

  ※なお、「単年度事業枠」もあります。 

 

◆対象事業 

  支援対象事業は次の７項目のいずれかをテーマとして、ア～ウに該当する事業です。 

注意点として、他の補助事業と会計が明確に分けられる事業とします。また、従来から

実施している事業は対象外ですが、新たな事業及び既存事業の拡充となるものは対象とな

ります。 

 〔事業テーマ〕 

(1)集落の防犯、防災、福祉、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動など、「安心・安全な地域社会形成事業」 

(2)地域資源を活かしたコミュニティビジネスなどの「産業振興事業」 

(3)伝統文化の保全や復活などの「文化振興事業」 

(4)少子高齢化、子育て支援、Uターン対策などの「定住等促進事業」 

(5)地域資源を活かした「まちづくり事業」 

(6)環境保全、美化、エコなどの「地球にやさしいまちづくり事業」 

(7)その他、「地域の活性化を図る事業」 

 

  また、下記に該当すると市長が認める事業を実施するものとします。 

〔対象事業〕 

ア．公益的、社会貢献的な事業（地域課題や社会的課題の解決が図られる事業） 

イ．市民満足度が高まる事業（具体的な効果や成果が期待できる事業） 

ウ．先進性、先駆性のある事業（工夫やアイデアがあり、新しい取り組みの事業） 

 

８．その他注意事項 

  ①補助金交付決定日（７月中旬）以前の事業実施およびそれに対する支出は補助対象外。 

  ②繰り越しは認められない。３ヵ年事業であっても、１年ごとに会計処理すること。 

③補助率は８０％ 補助金上限は３００，０００円 

つまり、３７５，０００円以上の補助対象事業で満額３００，０００円の補助 

   ３７５，０００円×８０％＝３００，０００円 

   ７月下旬に３００，０００円を概算払いするため、３７５，０００円に満たない場合は、後に返還 

義務が発生。 

④事業実施中、プレゼン時との計画に変更が生じる場合は、必ず南砺で暮らしません課に相談するこ

と。 

 前向きな変更なら良いが、当初の目的から逸脱したものは、補助対象外となる。大きな変更につい

ては、計画変更の提出と市の承認が必要。 

⑤南砺市以外の他事業補助との併用は認めるが、まちづくりモデル事業分と他事業分の事業費を明確

に分けること。 

⑥まちづくりモデル事業実施中のまちづくりチャレンジ事業への移行は不可。 

  ⑦事業採択に向かって、また実施中の期間において、どんなことでも南砺で暮らしません課に相談し

てください。 

 

 



 

９．地域づくり成功のポイント！ 

①地域の課題と解決方法を明確に示した団体は評価が高い。そしてモデル事業も成功！ 

②数値目標は必ず付けること。そして実現していくこと！ 

③新しい人や団体を巻き込み、市民満足度を上げること！ 新たな公共として南砺市のモデルに！ 

 

 

１０．参考 

  昨年の申請および採択状況 

 申請数 採択数 

市民団体３カ年枠（５枠） ５団体 ５団体 

市民団体単年度枠（５枠） ２団体 ２団体 

 

 

問合せ先：南砺市役所 南砺で暮らしません課 協働のまちづくり係 担当：影近 

南砺市協働のまちづくり支援センター内（井波コミュニティプラザ「アスモ」２階） 

TEL：23-203７ FAX：82-0170 

※南砺で暮らしません課は、火曜日と第４月曜日が休館日（開館時間は１０時～２１時） 



       南砺市「協働のまちづくりモデル事業」 

NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ等の市民団体 事例集 
 

◆協働のまちづくりモデル事業とは 

  南砺市が進めている市民と行政による「協働のまちづくり」の実現に向けては、自ら考え、

自ら行動する住民組織の存在が不可欠です。 

  この事業では、平成 21年度から住民に最も身近な集落、町内会や自治会において、自ら実

践する地域づくりの機運を高め、住民自治活動の充実強化を図るため、市が支援してきました。

また、平成 23年度からは市民団体の皆さんによって実施される事業に対しても支援をしてい

ます。 

 

◆対象団体等 

  市内に事務所及び活動場所を有するＮＰＯ、ボランティアグループなどの、市民団体を対象。 

ただし、次の３つの要件を満たしていなければなりません。 

①５人以上の会員で組織していること 

②組織の運営に関する規則があること 

  ③予算及び決算を適正に行っていること 

 

◆事業の内容 

  特定の地域や会員に限らず、広く市民を対象として、新たな公共の分野で展開する地域づく

り活動の実践に、最長で３ヶ年、各年 80％補助で上限 30万円を助成します。 

  ※なお、「単年度事業枠」もあります。 

 

◆対象事業 

  支援対象事業は次の７項目のいずれかをテーマとして、ア～ウに該当する事業です。 

注意点として、他の補助事業と会計が明確に分けられる事業とします。また、従来から実施

している事業は対象外ですが、新たな事業及び既存事業の拡充となるものは対象となります。 

 〔事業テーマ〕 

(1)集落の防犯、防災、福祉、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動など、「安心・安全な地域社会形成事業」 

(2)地域資源を活かしたコミュニティビジネスなどの「産業振興事業」 

(3)伝統文化の保全や復活などの「文化振興事業」 

(4)少子高齢化、子育て支援、Uターン対策などの「定住等促進事業」 

(5)地域資源を活かした「まちづくり事業」 

(6)環境保全、美化、エコなどの「地球にやさしいまちづくり事業」 

(7)その他、「地域の活性化を図る事業」 

 

  また、下記に該当すると市長が認める事業を実施するものとします。 

〔対象事業〕 

ア．公益的、社会貢献的な事業（地域課題や社会的課題の解決が図られる事業） 

イ．市民満足度が高まる事業（具体的な効果や成果が期待できる事業） 

ウ．先進性、先駆性のある事業（工夫やアイデアがあり、新しい取り組みの事業） 

 

 

 



事例１ ほっこり南砺 
 

様々な社会問題を「自分ごと」として捉え、「お互いさま」の気持ちで支え合い、住民が主体となって「横の

地域づくり」を目指し、気軽に立ち寄れる居場所の提供をしている。 

        

カフェごっこの様子          第１０回「カフェごっこ」フルートコンサートの様子 

 

団体の概要：“地域のお茶の間として、人や情報の交流の場となり人とのつながりを深め広げることを”目

的とした、気軽に立ち寄れる居場所の「カフェごっこ」というコミュニティ活動をしている。 

 

事業の内容：行政や制度ではフォローしきれない人や介護者・高齢者の支えとなる居場所（カフェごっこ）を

提供し、住み慣れた場所で自分らしく暮らし続けることができるように、性別や価値観の違いを

超えた地域交流で新たな人間関係を築き、住みよいまちづくりを推進する。 

 

計画期間 実施内容および実施予定 

H27 年度 月１回のサロン活動、カフェの備品整備、スタッフ研修 

H28 年度 高齢化対策に関する視察研修、新たな施設の初期整備 

H29 年度 他市町村の取り組みの視察研修、イベント開催日以外も利用できる事業にする 

 

事例２   本格的な祝い唄を全国にアピール！ 
  （福光めでた保存会） 

古くから踊れてきた踊りが影をひそめてきている、「正調福光めでた」の保存が重要だ、ということで２７

年度の単年度事業として活動された。踊りの確立、普及させることにより地元の踊りのとして認識され、こ

の唄を聞く機会が多くなることで、市民の地元への愛着も向上させようと取り組んでこられた。 

  福光めでたの DVD 



事業の内容：福光めでたの普及・継承のため、じょうはな座の舞台を借り、DVD を収録した。 

今ままでは実施されていなかった講習会や小中学校への PR を行なった。  

      作成された DVD１００枚を販売と寄贈し、後世へと継承している。 

 

事例３   ｢作品ファンのもう一つのふるさと｣南砺市 

プロジェクト！  （｢真実の涙をもう一度｣有志会） 
 

 南砺市を作品舞台ファンの「もう一つのふるさと」に 

～南砺市の文化・歴史・伝統を、映像作品を核に発信・発展～ 

 

団体の概要：全国に在住する、南砺市・城端を舞台にした映像作品ファンと、南砺市民との協働を 

推進する事業の企画、実施を行う、ファン有志の集まり。 

 

事業の内容：南砺市、城端地域を舞台にした映像作品などを核にし、南砺市の地域・産業の活性化を図 

る企画を 3 つの柱で実現 

①     ・作品の舞台を訪れるファンの増加・リピーター化 

②  ・作品と地元特産品とのコラボレーション商品提案、作品にちなんだイベント企画・開催 

③     ・作品をきっかけに南砺市を知ったファンと地域住民との新しいネットワーク構築 

計画期間 実施内容および実施予定 

H24 年度 情報誌｢南砺のあるきかた～城端特集～｣の製作・販売、イベント｢城端春日和 2012」

「城端秋日和 2012」の開催 

H25 年度 前年度イベントに加え常設スペースにおいても不定期にイベント開催。 

新しい商品の企画・販売。 

城端以外の南砺市域（五箇山、井波など）でも観光振興と結びつける準備。 

H26 年度 特産品販売などの収益で、補助に頼らないイベント開催・商品開発が可能に。 

観光振興とタイアップした特産品を企画・販売。作品名などを通じた生産者同士の

ネットワークを構築。ファンなどとの交流も図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 

 

 



 



事 業 名 「作品ファンのもう一つのふるさと」南砺市プロジェクト 

実 施 団 体 「真実の涙をもう一度」有志会 実施年度 ２３年度～２５年度 

 

事業内容 
南砺市を舞台とした「アニメ」を題材として、地域の魅力を発

信するとともに、地域産業の活性化を促すイベントを実施する 

 

 

事 業 名 あんぜんでおいしい野菜づくり 

実 施 団 体 あんぜんでおいしい野菜をつくる会 実施年度 ２３年度～２５年度 

 

事業内容 
学校給食の残さを利用した肥料をもとに野菜づくりを実施

し、最終的に学校給食の材料とする「循環型社会」の構築を

目指す。 

 

 

事 業 名 絵本で伝える五箇山の記憶遺産 

実 施 団 体 平郷土学習会 実施年度 ２３年度～２５年度 

 

事業内容 
五箇山の文化・暮らし・産業を絵本化し、広く読み聞かせるこ

とで、子供たちの郷土愛が育まれ後世にも繋げていくことと、

お年寄りにもこれからの生きる喜びに繋げていく 

 

 

事 業 名 郷土の名水や由緒伝説による生きがいづくり 

実 施 団 体 仕合せ電話グループ 実施年度 ２３年度～２５年度 

 

事業内容 
故郷の名水とその伝説を調査・文書化し、読み聞かせをする

ことで後世に繋げ、お年寄りから若者までのいきがいづくり

に役立たせる 

 

 

事 業 名 GO! 三つの あ パワーをもった東太美の宝物に!! 

実 施 団 体 東太美子ども声かけ隊 実施年度 ２３年度～２５年度 

 

事業内容 

福光南部小学校区には放課後学童保育が存在しないため、

東太美地区独自の放課後学童保育を実施することで、子供

たちの新たなよりどころを作り上げるとともに、将来は南

部小学校区全域での実施に繋げる 

 



事 業 名 湧々プロジェクト 

実 施 団 体 地域再生道場 実施年度 ２４年度～２６年度 

 

事業内容 

有機農法による安全で健康に優しい作物の生産に取り組

み、有機農法としての知名度を上げ、「農」と「食」を通

じて健康維持への意識高揚と郷土への愛着を育むととも

に、都市との交流事業を展開し、地域活性化に繋げる 

 

事 業 名 ふるさと情報発信・若者 UIJ ターン促進事業 

実 施 団 体 平・上平青年団 実施年度 ２４年度～２５年度 

 

事業内容 
平・上平地域の若い出身者へふるさと情報（就職情報など）を発信し、地

元との繋がり・絆を感じてもらい、地元での就職を促進することで、少子

高齢化の抑制に努めるとともに、地域の活性化に繋げる 

 

事 業 名 よみがえる「塩硝の道」プロジェクト 

実 施 団 体 塩硝の道広域研究会 実施年度 ２４年度～２６年度 

 

事業内容 

塩硝の生産、運搬、火薬製造（射撃）までを再現するこ

とを目標として、「体験」「学習」「交流」の３つのキー

ワードをもとに、広域的連携を図りながら環境整備と観

光事業化調査を通じて地域の活性化を図る 

 

事 業 名 「福光城址・栖霞園をみんなのものに」事業 

実 施 団 体 福光城址・栖霞園をひらく会 実施年度 ２４年度～２６年度 

 

事業内容 

福光城址・栖霞園の歴史と文化について調査し、今日ま

で地域の発展に寄与・貢献した人々を顕彰することで、

地域への親しみを高めまちづくりへの一助とする 

 

事 業 名 歌と踊りで繋ぐ“歴史、文化、環境保全”事業 

実 施 団 体 七村郷 V セブン委員会 実施年度 ２４年度 

 

事業内容 
不動滝の歴史・文化・環境を「不動滝名水音頭」として作成し、イベ

ント等で歌い踊り継がれることで、地域の活性化に結びつける 

 

 



事 業 名 なんバス discover なんと 事業 

実 施 団 体 富山県呉西地区公共交通再生研究会 実施年度 ２５年度～２７年度 

 

事業内容 

市民と市を訪れる観光客のために、現在走っている「なん

バス」を知悉してもらい、利用効率を上げる。 

環状快速バスの実運行に際して、利用される仕掛けをして

乗車効率をアップする。さらに、他のフィーダー線の整理

統合を図る。    

 

事 業 名 豊富な水資源を活かした小水力発電の開発研究事業 

実 施 団 体 南砺市小水力発電開発研究会 実施年度 ２５年度～２７年度 

 

事業内容 

小水力発電システムの改良、新規開発、実証実験及びデモン

ストレーションを実施するとともに、適地マップの作成、人

材育成、普及促進活動を実施していく。 

小水力発電を軌道にのせることで、地域経済の活性化、地

域雇用の創出につなげていく。 

 

事 業 名 日々是彫刻 ～井波彫刻師の日常～ 

実 施 団 体 井波彫刻協同組合青年部 実施年度 ２５年度 

 

事業内容 

井波彫刻師の日常を、富山市グランドプラザにて部員 20

名による集団実演というパフォーマンスで披露し、より多

くの人々に井波彫刻を知ってもらい、身近に感じてもらう。

この理解と興味により、次のステップである「実際に井波

を訪れ雰囲気を感じてもらう」「井波彫刻のファンになって

もらう」「作品を購入してもらう」に繋げていく。 

 

事 業 名 
南砺の杉林活用プロジェクト 

 ～自伐林業育成とエネルギー自給・地域内流通のしくみづくり～ 

実 施 団 体 なんと里山なりわい塾 実施年度 ２５年度 

 

事業内容 

南砺市は杉の人工林が多く、短期的な「他伐林業」になっ

ている状況であり、長期的に杉林を維持・育成していく視

点が欠如していることが課題であり、山を守る知識や技術

を学び、次世代のために、エネルギー自給や雇用創出など

のしくみづくりを行う。 

 

事 業 名 夕日・音楽のコラボレーション Ｃｈｉll out in kanjoji 

実 施 団 体 閑乗寺つつじの会 実施年度 ２５年度 

 

事業内容 

閑乗寺開発が始まってから 60 年、公園の開園から 40 年、

この年に式典を開き記念行事を開催し、記念コンサートや

60 年の歩み資料展示をする。市民に「癒し」の場を提供

し、閑乗寺の歴史を知ってもらうとともに、若者・県内外・

海外からの観光客を取り込む。 

 



事 業 名 ともに生き、支え合う地域づくり 

実 施 団 体 西太美地域おこし支援隊 実施年度 ２６年度～２８年度 

  

事業 

内容 

住民連携による江浚い・草刈りなどの共同活動の互

助、史跡・未来遺産の整備、先進地視察（体験研修、

民泊）を行い、地区住民がふれあい、魅力ある地域づ

くりを目指す。 

 

事 業 名 
新幹線到達新時代とミシュラン☆☆☆街道路線バス定着による

地域活性化 …ガイド形態の改善とおもてなし… 

実 施 団 体 五箇山自然文化研究会 実施年度 ２６年度～２８年度 

 

事業 

内容 

路線バス利用者をターゲットとしたガイド活動により、

地域の魅力再発見を図る。またサイクリング利用による

解説活動を試行するなど、解説活動の拡充に加え新たな

客層の取り込みにより五箇山の魅力を高める。 

 

事 業 名 福光ぶらりまち歩き事業 

実 施 団 体 福光観光ガイド「麻のれん」 実施年度 ２６年度～２８年度 

 

事業 

内容 

南砺市民および南砺市を訪れる観光客をターゲットに

した「福光ぶらりまち歩き」を実施する。その他、ガイ

ドのための説明資料作成（拡大写真、ガイドマップ等）

および案内サイン等の調査、改善等の提案を実施。 

 

事 業 名 
南砺自慢を詰め込んだ「なんと元気パック」を全国にお届け！ 

南砺を離れて住む人の協力を得て、南砺市民のやりがいを育む 

実 施 団 体 ＮＰＯ法人 なんと元気 実施年度 ２６年度～２８年度 

 

事業 

内容 

生産者のやりがいや地元への誇りを育くむため、南砺市

外に住む南砺市にゆかりや興味がある人を主な対象と

して、特産品を生産者のこだわりが見える形で「なんと

元気パック」に詰め込んで届ける。また、気持ちを込め

た情報紙なども作成し発送する。 

 

 

 



事 業 名 にほんご広場南砺の居場所づくり 

実 施 団 体 にほんご広場なんと 実施年度 ２６年度～２８年度 

 

事業 

内容 

外国人にとっては、日本語会話が生活をしていく

上で必要。よって、日本語支援サポート、文化体

験活動、料理教室、地域行事参加、社会見学を実

施し、外国人が日本に馴染めるよう居場所づくり

をする。 

 

事 業 名 
私たちに教えて！！ 

～五箇山の伝統料理の継承～ 

実 施 団 体 平婦人会 実施年度 ２６年度 

 

事業 

内容 

五箇山地方には、報恩講料理など多くの伝統料理が受

け継がれている。しかし移住や地域外から嫁いできた

会員は、料理方法を充分会得していない。これらの会

員を中心とした伝統料理教室を開催し、食文化伝承を

図る。 

 

事 業 名 児童による、高齢者世帯・一人暮らし高齢者のケアと地域コミュニティの再生 

実 施 団 体 柴田屋 児童クラブ 実施年度 ２７年度～２９年度 

 

事業内容 

児童による高齢者宅への訪問を行い似顔絵を作成し地区イ

ベント等にて掲示する。 

これらをきっかけに長寿会、民生・児童委員、女性委員、

盟友会をも含め高齢者との作物収穫交流を行い高齢者のケ

アと地域コミュニティの再生に取り組む。 

 

事 業 名 
水無 定倉の滝周辺の魅力づくり ～水無周辺をエコツーリズムのフィ

ールドに（自然保護、保全、エコツーリズム、エコツアー） 

実 施 団 体 NPO 法人 利賀飛翔の会 実施年度 ２７年度～２９年度 

 

事 業 内

容 

水無でエコツーリズムフィールドを整備し交流者を増や

す環境保全のまちづくり事業。 現在、ミズバショウが

咲く「水無湿原」の保全活動に取り組んでいますが、そ

の周辺にある「定倉の滝」など素晴らしい自然がまだま

だ存在します。この周辺の整備を行うことで、豊かな自

然を多くの人に感じていただく場とし、さらに自然保護

と観光振興をともにいかす「エコツーリズム」のフィー

ルドとすることで交流者を増やしていきます。 

 

 



事 業 名 「誰がつくったか分からんけど、これ便利やわ！」 

実 施 団 体 Code for Nanto 実施年度 ２７年度～２９年度 

 

事業内容 

市民と技術者が定期的に集まる機会と場所を提供（イベ

ント名：シビックハックナイト）し、多様な人と南砺の

人が共創する土壌を南砺につくる。ハッカソンなどの IT

開発イベントを年数回行うことで、IT 活用による地域で

の可能性や、特に若者にとっての新しいまちづくりへの

関わり方の提案と参加を促すことを目指す。 

 

事 業 名 ～地域の施設を南砺市全体の視点で考え、市民協働の考え方に新次元を開く～ 

実 施 団 体 福光福祉会館周辺まちづくり協議会 実施年度 ２７年度～２９年度 

 

事業内容 

福光福祉会館周辺施設を、南砺市の活性化推進に貢献できる施

設として、文化や産業、観光、教育、国際交流等の情報を発信

する拠点とするために検討する。また、既存の関係施設との相

乗的な利用効率を高めて市民に利用してもらうために、市民の

声を反映させることを目的とし、市民と行政が手を携えて施設

の計画、運営及び管理へ参加する活動を通して市民協働のまち

づくりの考えを浸透させる。 

 

事 業 名 地域のお茶の間「カフェごっこ」 

実 施 団 体 ほっこり南砺 実施年度 ２７年度～２９年度 

 

事業内容 

個人の小さな取組みから市民団体「ほっこり南砺」を設立。現

在、月１回「カフェごっこ」というコミュニティサロン活動を

実施し、行政や制度ではフォローしきれない人や介護者・高齢

者の支えとなる居場所づくりを実施中。住み慣れた場所で自分

らしく暮らし続けることができるよう、住民が主体となる横の

地域づくりをし、住みよい魅力あるまちづくりが目標です。 

 

事 業 名 富山県の民謡の中でも本格的な祝い唄を全国的にアピール！ 

実 施 団 体 福光めでた保存会 実施年度 ２７年度 

 

事業内容 

福光民謡協会会員の唄、踊り、地方が協力し、DVD を作成、配

布し普及に努める、 

福光めでたコンクールの開催等により、唄は全国的に広まりを

みせていますが、古くから伝承されている踊りが、近年各流派

ごとに振付され踊られている現状に消滅の危機を感じ、「正調福

光めでた」を後世に残す為普及に努める。 

 

事 業 名 草木塔の心、森林の大切さを一般市民や子供たちへ継承！ 

実 施 団 体 院瀬見地域森林振興会 実施年度 ２７年度 

 

事業内容 

昨年度より、森林資源を活かした親子向けの山菜採りイベン

トやウォーキング、森の探検会を実施し、また生命ある草木

を供養し自然の恵みに感謝することを伝承しています。今年

度は、昨年度からの取り組みをより一層推進するため、草木

塔付近を整備し、憩いの場とし、森林教育の起点となること

を目的とし山の恵みについてイベントを実施します。 

 



別記様式第１号の１

様式は南砺市ホームページでダウンロードできます。「モデル事業」と入力し検索ボタンをクリック！

平成２８年度 南砺市協働のまちづくりモデル事業

協 働 の ま ち づ く り 計 画 書 

≪平成２８年５月≫

団 体 名  ●●●●●●●●の会



第１ 申請団体概要

１ 団体の名称

（ＮＰＯ、ボランテイアグルー

プなど、市民団体の名称）

●●●●●●●●の会

２ 代表者の氏名 南砺 一郎

３ 事務担当者の氏名 南砺 和子

４ 事務所所在地

（連絡先）

〒

TEL    ―        FAX    ―
E-mail：

５ 団体の概要

（組織の目的、活動内容など）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

６ 申請団体の

組織構成

 平成●年●月●日現在、会員数●名

 会長１名、副会長２名、理事１０名、監事２名

 ※別紙を添付してもよい



第２ 事業のテーマ及び目標

１ 事業区分

（交付要綱第４条第１項の事業名）
ウ 伝統文化の保全又は復活等の文化振興事業

２ 計画期間 平成 ２８年度  ～  平成 ３０年度

３ 事業（活動）のテーマ

（キーワードなど）

 事業や活動のキーワード、キャッチフレーズ、スローガンなどを記入

４ 事業（活動）の内容

全体説明

公益的、社会貢献的

な事業としての説明
すべて記載すること

市民満足度が高まる

事業としての説明

先進性、先駆性のあ

る事業としての説明

５ 目 標（数値目標）

目標区分 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31年度（事業終了後）

市民参加人数（※必須）    ●●人   ●●人    ●●●人  ●●●人 

イベント参加者数    ●●人   ●●人    ●●●人  ●●●人 

リピート率 ●●％ ●●％ ●●％ ●●％

６ 目標設定の考え方
上記の数値目標を設定した考え方や理由を記入すること。 



第３ 事業計画総括表（３年間分）

事業（活動）項目 事  業  （活  動）  内  容
概算総事業費

    （千円）
実施スケジュール

講演会の開催

イベント事業

研修

●●購入

情報の発信

●●をテーマとした講演会を開催。

●●をテーマとしたイベント事業  

本事業に関連する●●県●●市●●事業の視察

本事業遂行のため、●●の購入

会報誌およびHP開設による事業情報の発信

２００

４００

１００

２５０

３００

平成 28～30年度

平成 28～30年度

平成 28度

平成 28～30年度

平成 28～30年度



第４ 事業実施計画

（平成２８年度）

事業（活動）項目
事業（活動）

実施地域
事業（活動）内容

実施

時期
概算事業費

負担区分
備考

市補助金 その他

千円 千円 千円

計

  以下についても、忘れずに添付してください。

    ◇団体の概要の分る資料（会員構成、規則、予算、決算等）を添付してください。

◇協働のまちづくり計画の内容を、より具体的に説明できる資料等を添付してください。（資料、図面、パース等）


